
鶴
橋
俊
宏

提
出

学
位
申
請
論
文

『
近
世
語
推
量
表
現
の
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
三
部
十
五
章
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
宝
暦
期
歌
舞
伎
台
帳
・
洒
落
本
・
咄
本
・
人
情
本
・
滑
稽
本
な
ど
の
近
世
後
期

江
戸
語
の
口
語
資
料
お
よ
び
駿
河
方
言
資
料
の
資
料
価
値
を
検
討
し
た
上
で
確
実
な
用
例
に
基

づ
い
て
推
量
表
現
の
実
態
を
解
明
す
る
実
証
的
な
日
本
語
学
的
方
法
を
用
い
て
近
世
日
本
語
の

史
的
変
遷
を
解
明
し
た
論
文
で
あ
る
。

第
一
部
「
江
戸
語
の
推
量
表
現
」
で
は
、
ダ
ロ
ウ
（
活
用
語
承
接
の
ダ
ロ
ウ
、
お
よ
び
ノ
ダ

ロ
ウ
）
の
語
誌
を
中
心
と
し
た
推
量
表
現
の
通
時
的
研
究
で
、
江
戸
語
か
ら
東
京
語
へ
の
変
化

を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
は
、
蓋
然
性
の
程
度
や
推
量
判
断
の
根
拠
と
は
関
わ
ら
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な
い
、
単
純
推
量
（
現
在
の
事
実
か
ら
未
来
の
事
態
を
推
量
す
る
）
の
ウ
・
ヨ
ウ
、
デ
ア
ロ

ウ
、
ダ
ロ
ウ
、
デ
シ
ョ
ウ
、
お
よ
び
事
情
推
量
（
事
実
か
ら
原
因
・
理
由
を
推
量
す
る
）
の
ノ

ダ
ロ
ウ
を
扱
う
。
研
究
の
目
的
は
、
単
純
推
量
に
お
け
る
ウ
・
ヨ
ウ
か
ら
ダ
ロ
ウ
へ
の
交
替
を

明
ら
か
に
し
、
事
情
推
量
の
ノ
ダ
ロ
ウ
の
定
着
の
過
程
を
記
述
す
る
こ
と
に
あ
る
。

第
一
章
「
先
行
研
究
お
よ
び
研
究
資
料
」
で
は
、
ウ
・
ヨ
ウ
は
、
江
戸
後
期
に
ダ
ロ
ウ
に
推

量
を
譲
り
、
専
ら
意
志
・
勧
誘
を
表
わ
す
よ
う
に
な
り
、
意
志
と
推
量
と
が
別
の
形
態
に
分
化

し
て
い
く
が
、
そ
れ
は
、
ウ
・
ヨ
ウ
の
多
義
性
を
排
除
す
る
形
で
進
行
す
る
。
従
来
、
ノ
ダ
ロ

ウ
へ
の
言
及
は
少
な
く
、
い
つ
文
献
に
現
れ
る
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
資
料
は
、
話
し
手
と
聞

き
手
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
会
話
体
資
料
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

最
も
重
視
す
べ
き
資
料
は
、
洒
落
本
、
滑
稽
本
、
人
情
本
で
あ
る
と
す
る
。

第
二
章
「
宝
暦
期
歌
舞
伎
台
帳
の
推
量
表
現
」
で
は
、
非
活
用
語
に
付
く
推
量
辞
に
は
、
デ

ア
ロ
ウ
、
デ
ゴ
ザ
ロ
ウ
な
ど
「
デ
（
ニ
）
＋
存
在
詞
＋
ウ
」
の
他
、
ジ
ャ
ロ
ウ
、
デ
エ
シ
ョ

ウ
、
ダ
ン
ベ
イ
が
見
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
事
情
推
量
の
ノ
ジ
ャ
ロ
ウ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
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ら
、
ノ
ダ
ロ
ウ
成
立
の
基
盤
は
で
き
て
い
た
と
推
察
し
て
い
る
。

第
三
章
「
洒
落
本
の
推
量
表
現
」
で
は
、
第
一
節
「
明
和
期
〜
寛
政
期
の
ウ
・
ヨ
ウ
と
ダ
ロ

ウ
」
第
二
節
「
享
和
期
以
降
の
ウ
・
ヨ
ウ
と
ダ
ロ
ウ
」
で
、
ウ
・
ヨ
ウ
か
ら
ダ
ロ
ウ
へ
の
交
替

を
、
各
々
の
上
接
・
下
接
語
の
違
い
に
注
目
し
て
、
そ
の
実
態
を
述
べ
て
い
る
。
寛
政
期
ま
で

の
ダ
ロ
ウ
は
、
上
接
語
は
専
ら
動
詞
で
、
下
接
語
は
助
詞
を
伴
わ
な
い
形
や
ネ
、
ノ
な
ど
を
伴

う
例
が
多
い
。
確
認
要
求
・
当
為
性
の
表
現
に
傾
斜
し
て
お
り
、
疑
問
の
終
助
詞
カ
を
下
接
し

な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
享
和
以
降
は
、
形
容
詞
型
活
用
語
に
接
続
す
る
ダ
ロ

ウ
や
、
カ
を
伴
う
ダ
ロ
ウ
が
現
れ
る
。
ダ
ロ
ウ
が
確
認
要
求
や
当
為
性
の
高
い
ダ
ロ
ウ
ネ
に
傾

斜
し
な
が
ら
、
疑
問
文
に
生
起
し
に
く
か
っ
た
の
は
、
不
確
か
さ
の
度
合
い
が
現
代
語
と
は
異

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
第
三
節
「
江
戸
洒
落
本
に
お
け
る
ノ
ダ
ロ

ウ
」
で
は
従
来
ノ
ダ
ロ
ウ
の
出
現
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
安
永
期
か
ら
既
に
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ノ
ダ
ロ
ウ
は
、
ま
ず
代
名
詞
性
の
高
い
準
体
助
詞
ノ
に
ダ
ロ
ウ
を
伴
っ

た
も
の
が
現
れ
、
や
や
遅
れ
て
事
情
推
量
の
例
が
現
れ
る
が
、
疑
問
詞
と
共
起
す
る
例
（
以
下
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「
ナ
ゼ
〜
ノ
ダ
ロ
ウ
」）
は
確
認
さ
れ
な
い
と
す
る
。
第
四
節
「
江
戸
洒
落
本
に
お
け
る
デ
ア

ロ
ウ
」
で
は
、
ダ
ロ
ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ
の
成
立
過
程
に
お
け
る
、
デ
ア
ロ
ウ
の
使
用
実
態
を
洒
落

本
の
表
現
様
式
に
関
連
づ
け
て
説
明
し
、
ま
た
、
デ
ア
ロ
ウ
は
、
ダ
ロ
ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ
と
同

様
、
既
に
デ
ア
ロ
ウ
と
ノ
デ
ア
ロ
ウ
に
分
化
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。

第
四
章
「
江
戸
咄
本
の
推
量
表
現
」
で
は
、
江
戸
語
の
推
量
表
現
に
お
け
る
ダ
ロ
ウ
の
伸
長

を
調
査
し
、
併
せ
て
、
江
戸
語
資
料
と
し
て
の
咄
本
の
性
格
に
も
言
及
し
た
結
果
、
洒
落
本
の

調
査
結
果
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
。

第
五
章
「
人
情
本
の
推
量
表
現
」
で
は
、
第
一
節
「
文
政
期
人
情
本
に
お
け
る
推
量
表
現
」

で
資
料
的
価
値
を
検
討
す
る
た
め
に
、
推
量
表
現
を
一
つ
の
指
標
と
し
て
そ
の
使
用
言
語
の
実

態
を
述
べ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
文
法
研
究
に
関
し
て
は
あ
ま
り
有
用
で
は
な
い
が
、
ノ
ダ
ロ

ウ
の
新
用
法
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
古
い
形
が
多
い
中
に
も
新
し
い
形
が
混
在
し
て
い
る
事
例

も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
節
「
為
永
春
水
の
人
情
本
に
お
け
る
ダ
ロ
ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ
」

で
は
、
形
容
詞
、
マ
ス
、
ナ
イ
な
ど
に
付
く
ダ
ロ
ウ
が
あ
り
、
洒
落
本
に
は
見
つ
か
っ
て
い
な
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い
「
ナ
ゼ
〜
ノ
ダ
ロ
ウ
」
が
見
ら
れ
、
各
々
の
用
法
の
拡
大
が
確
認
で
き
る
と
す
る
。
第
三
節

「
天
保
以
降
の
人
情
本
に
お
け
る
ダ
ロ
ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ
」
で
は
、
天
保
期
以
降
の
人
情
本
の
ダ

ロ
ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ
の
実
態
を
論
じ
て
、
ダ
ロ
ウ
の
上
接
語
は
、
マ
ス
ダ
ロ
ウ
の
発
生
な
ど
新
し

い
形
式
が
見
ら
れ
る
一
方
で
形
容
詞
接
続
は
ま
だ
少
な
い
こ
と
、
ノ
ダ
ロ
ウ
は
、
安
永
期
か
ら

存
在
す
る
、
先
行
す
る
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
原
因
理
由
を
推
量
す
る
用
法
に
加
え
、「
ナ
ゼ
〜
ノ

ダ
ロ
ウ
」
が
生
じ
、「
ナ
ゼ
〜
ダ
ロ
ウ
」
と
併
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
六
章
「
滑
稽
本
の
推
量
表
現
」
で
は
、
第
一
節
「
式
亭
三
馬
の
滑
稽
本
に
お
け
る
ダ
ロ

ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ
」
で
、
ダ
ロ
ウ
は
ネ
エ
ダ
ロ
ウ
以
外
全
て
動
詞
・
補
助
動
詞
に
付
き
、
十
八
世

紀
洒
落
本
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
示
す
が
、
確
認
要
求
表
現
は
少
な
い
こ
と
、
ノ
ダ
ロ
ウ
の
使

用
は
わ
ず
か
で
あ
り
、「
ナ
ゼ
〜
ノ
ダ
ロ
ウ
」
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
節
「
滝
亭
鯉

丈
の
滑
稽
本
に
お
け
る
ダ
ロ
ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ
」
で
は
、
文
政
期
の
滑
稽
本
に
お
け
る
単
純
推
量

は
も
っ
ぱ
ら
ダ
ロ
ウ
で
ウ
・
ヨ
ウ
は
少
な
く
、
形
容
詞
や
助
動
詞
に
下
接
す
る
ダ
ロ
ウ
が
見
ら

れ
、
お
お
よ
そ
春
水
人
情
本
と
同
様
の
結
果
を
得
て
お
り
、
春
水
人
情
本
よ
り
も
早
い
「
ナ
ゼ
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〜
ノ
ダ
ロ
ウ
」
の
例
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
江
戸
語
の
ノ
ダ
ロ
ウ
の
用
法
の
伸
張
の

様
を
、
Ⅰ
ノ
が
体
言
の
代
用
を
す
る
も
の
、
ノ
が
形
式
名
詞
的
な
も
の
（
安
永
〜
）、
Ⅱ
原
因

理
由
推
量
（【
或
る
既
定
の
事
柄
に
対
す
る
原
因
理
由
・
背
後
の
事
情
・
問
題
の
実
状
】
ノ
ダ

ロ
ウ
（
安
永
〜
）、
Ⅱ′
不
定
詞
〜
ノ
ダ
ロ
ウ
（
寛
政
頃
〜
）、
Ⅱ″
ド
ウ
シ
タ
ノ
ダ
ロ
ウ
（
天
保
〜
）、

Ⅲ
〜
カ
ラ
〜
ノ
ダ
ロ
ウ
（
原
因
理
由
・
背
後
の
事
情
・
問
題
の
実
状
が
条
件
句
で
示
さ
れ
る
も

の
）（
文
政
〜
）、
Ⅳ
ナ
ゼ
〜
ノ
ダ
ロ
ウ
（
文
政
〜
）、
Ⅴ
方
法
・
手
段
を
問
う
も
の
（
天
保
〜
）、

Ⅵ
推
量
確
認
要
求
（
寛
政
頃
〜
）
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

第
二
部
「
推
量
表
現
の
周
辺
・
江
戸
語
の
資
料
に
つ
い
て
」
で
は
、
第
一
章
「
助
動
詞
ウ
・

ヨ
ウ
の
命
令
表
現
用
法
」
で
近
世
後
期
語
の
ウ
・
ヨ
ウ
の
命
令
表
現
は
、
勧
誘
に
紛
れ
な
い
、

尊
敬
語
を
伴
う
用
法
に
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
意
志
・
勧
誘
の
用
法
に
専
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
、
ウ
・
ヨ
ウ
の
歴
史
的
変
化
の
過
渡
的
様
相
と
言
え
、
推
量
の
退
化
と
軌
を
一

に
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

第
二
章
「
江
戸
語
の
比
況
表
現
―
ミ
ル
ヨ
ウ
ダ
・
ミ
タ
ヨ
ウ
ダ
に
つ
い
て
―
」
で
は
、
近
世
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後
期
の
ミ
ル
ヨ
ウ
ダ
、
ミ
タ
ヨ
ウ
ダ
は
後
に
ミ
タ
ヨ
ダ
、
ミ
タ
イ
ダ
に
変
化
し
て
お
り
、
目
に

見
え
な
い
も
の
を
受
け
る
例
が
現
れ
、
動
詞
の
意
味
を
喪
失
し
辞
化
し
て
い
く
過
渡
的
様
相
を

確
認
し
て
い
る
。

第
三
章
「
洒
落
本
『
祇
園
祭
�
燈
蔵
』
に
描
か
れ
た
「
お
屋
敷
こ
と
ば
」」
で
は
、
町
人
女

性
の
武
家
屋
敷
奉
公
に
お
け
る
言
語
の
実
態
を
音
韻
・
敬
語
を
中
心
に
調
査
し
て
い
る
。

第
四
章
「
朧
月
亭
有
人
『
春
色
恋
廼
分
解
』
に
お
け
る
江
戸
語
に
つ
い
て
」
で
は
、
末
期
人

情
本
の
資
料
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
推
量
表
現
、
待
遇
表
現
の
実
態
を
分
析
し
て
い
る
。

第
三
部
「
近
世
駿
河
方
言
資
料
と
方
言
推
量
辞
」
で
は
、
江
戸
語
に
生
じ
た
推
量
辞
の
変
化

が
個
別
的
な
現
象
な
の
か
否
か
を
解
明
す
る
た
め
に
、
駿
河
国
を
中
心
と
し
た
近
世
方
言
に
お

け
る
推
量
辞
の
実
態
を
記
述
し
て
い
る
。
地
方
語
の
歴
史
的
研
究
は
資
料
が
少
な
く
、
そ
の
方

言
の
正
確
さ
の
評
価
も
十
分
で
は
な
い
の
で
、
方
言
描
写
の
信
憑
性
の
検
証
に
多
く
の
部
分
を

割
い
て
い
る
。

第
一
章
「
近
世
後
期
駿
河
方
言
資
料
」
で
は
、
江
戸
後
期
に
出
版
さ
れ
た
滑
稽
本
、
洒
落
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本
、
地
誌
に
描
か
れ
た
駿
河
方
言
を
比
較
検
討
し
、
各
々
の
言
語
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
を
考

察
し
て
い
る
。

第
二
章
「『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
駿
河
方
言
」
で
は
、『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
に
描
か
れ
た

駿
河
方
言
の
方
言
記
述
の
信
憑
性
を
、
第
一
節
で
一
九
の
生
国
で
あ
る
駿
河
の
こ
と
ば
を
文
法

の
面
か
ら
検
討
し
て
、
打
ち
消
し
の
ナ
イ
と
ヌ
（
ン
）、
推
量
辞
ベ
イ
と
ズ
、
接
続
助
詞
カ
ラ

と
ン
デ
の
地
理
的
分
布
は
、
後
世
の
実
態
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
二

節
で
は
音
韻
の
面
で
、
連
母
音
の
融
合
は
後
世
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し
、
助
詞
の
融
合
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
一
九
の
方
言
描
写
は
、
駿
河
に
関
し
て
は
再
評

価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

第
三
章
「
そ
の
他
の
滑
稽
本
に
於
け
る
駿
河
方
言
」
で
は
、『
滑
稽
江
の
嶋
美
や
げ
』
な
ど

を
調
査
し
、
近
世
駿
河
の
語
彙
、
文
法
の
実
態
を
詳
述
し
て
、『
膝
栗
毛
』
の
調
査
結
果
を
補

強
す
る
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
他
、
後
世
と
共
通
す
る
俚
言
も
多
く
、
方
言
描
写
を
評
価
す
る
有

力
な
根
拠
が
得
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
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第
四
章
「『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
ベ
イ
・
ズ
・
ウ
ズ
」
で
は
、『
膝
栗
毛
』
の
方
言
記
述

を
、
推
量
辞
ベ
イ
と
ズ
の
地
理
的
分
布
と
用
法
の
面
か
ら
考
察
し
、
使
用
者
、
使
用
地
域
に
疑

問
点
が
あ
り
、
駿
河
を
一
歩
出
る
と
東
海
道
地
域
に
お
い
て
さ
え
も
信
憑
性
に
疑
い
が
残
る
と

指
摘
す
る
。

第
五
章
「
デ
ア
ラ
ズ
小
考
」
で
は
、
現
代
静
岡
方
言
の
推
量
辞
ダ
ラ
の
淵
源
を
江
戸
滑
稽
本

に
求
め
、
ま
た
、
近
世
駿
河
〜
現
代
静
岡
の
推
量
体
系
の
変
化
の
、
江
戸
語
・
東
京
語
と
は
異

な
る
点
、
共
通
す
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
、
近
世
後
期
江
戸
語
の
口
語
資
料
で
あ
る
宝
暦
期
歌
舞
伎
台
帳
・
洒
落
本
・
咄

本
・
人
情
本
・
滑
稽
本
な
ど
お
よ
び
駿
河
方
言
資
料
の
価
値
を
充
分
に
検
討
し
た
上
で
、
そ
れ

ら
か
ら
収
集
し
た
確
実
な
用
例
に
基
づ
い
て
近
世
に
お
け
る
推
量
表
現
の
実
態
を
、
実
証
的
な

─ ９ ─



日
本
語
学
的
方
法
で
解
明
し
た
論
考
と
し
て
高
く
評
価
す
る
事
が
で
き
る
。

第
一
部
は
六
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
で
は
中
村
通
夫
・
原
口
裕
に
始
ま
る
ウ
・
ヨ
ウ
か
ら
ダ

ロ
ウ
を
用
い
る
語
法
へ
の
推
量
表
現
の
交
替
に
つ
い
て
の
研
究
に
用
い
る
言
語
資
料
と
し
て
通

時
相
に
お
い
て
も
共
時
相
に
お
い
て
も
研
究
目
的
に
合
っ
た
資
料
の
選
択
を
重
視
す
る
の
は
、

言
語
史
研
究
の
正
統
と
い
う
べ
き
研
究
態
度
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
後
期
江
戸
語
推
量
表
現
研

究
史
の
前
史
と
い
う
べ
き
宝
暦
期
歌
舞
伎
台
帳
に
お
い
て
非
活
用
語
に
下
接
す
る
「
デ
（
ニ
）

＋
存
在
詞
＋
ウ
」
な
ど
の
他
に
事
実
推
量
の
ノ
ジ
ャ
ロ
ウ
の
存
在
を
指
摘
し
た
の
は
、
ノ
ダ
ロ

ウ
成
立
の
基
盤
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
貴
重
で
あ
る
。
第
三
章
は
四
節
に
亙
っ
て
後
期
江
戸
語

の
言
語
資
料
の
中
で
も
特
に
写
実
的
で
口
語
性
に
優
れ
た
洒
落
本
を
対
象
と
し
て
、
ウ
・
ヨ
ウ

か
ら
ダ
ロ
ウ
へ
の
交
替
の
実
態
を
上
接
語
・
下
接
語
の
違
い
に
注
目
し
て
分
析
し
て
詳
細
な
考

察
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
明
和
期
か
ら
寛
政
期
ま
で
の
ダ
ロ
ウ
の
上
接
語
が
動
詞
中
心

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
享
和
期
以
降
は
形
容
詞
型
活
用
語
に
下
接
す
る
ダ
ロ
ウ
や
、
カ
を
伴
う

ダ
ロ
ウ
が
出
現
し
、
ま
た
、
従
来
出
現
時
期
が
審
ら
か
で
な
か
っ
た
ノ
ダ
ロ
ウ
が
安
永
期
か
ら
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す
で
に
存
在
す
る
が
、
疑
問
詞
と
共
起
す
る
「
い
ま
じ
ぶ
ん
な
ぜ
あ
ね
へ
に
い
そ
が
せ
る
た
ろ

う
の
」（『
総
籬
』）
な
ど
の
例
に
対
応
す
る
ノ
ダ
ロ
ウ
の
例
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
、
さ
ら
に

ダ
ロ
ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ
と
同
様
に
デ
ア
ロ
ウ
と
ノ
デ
ア
ロ
ウ
に
分
化
し
た
過
程
な
ど
多
く
の
推
量

表
現
形
式
の
実
態
と
変
遷
を
解
明
し
て
お
り
、
本
論
文
中
の
中
核
を
な
し
て
圧
巻
で
あ
る
。
た

だ
し
、
洒
落
本
は
い
か
に
言
語
描
写
が
写
実
的
で
あ
る
と
は
い
え
舞
台
が
遊
里
に
偏
っ
て
い
る

た
め
江
戸
語
の
全
体
像
を
分
析
す
る
資
料
と
し
て
は
疑
問
を
呈
す
る
見
解
が
あ
る
の
も
事
実
で

あ
る
。
そ
れ
を
補
う
の
が
第
四
章
で
江
戸
語
資
料
と
し
て
の
咄
本
の
性
格
を
慎
重
に
踏
ま
え
な

が
ら
調
査
を
加
え
て
前
章
で
見
た
洒
落
本
に
お
け
る
推
量
表
現
の
実
態
と
矛
盾
し
な
い
結
果
を

得
て
い
る
の
も
、
頗
る
妥
当
な
研
究
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
五
章
で
は
こ
れ
ら
に
続
く
人

情
本
に
お
け
る
推
量
表
現
を
通
時
的
研
究
の
一
環
と
し
て
の
語
法
資
料
と
し
て
扱
い
に
慎
重
を

要
す
る
文
政
期
の
人
情
本
を
調
査
し
た
上
で
、
言
語
資
料
と
し
て
の
価
値
が
高
い
天
保
期
の
為

永
春
水
の
人
情
本
を
調
査
し
て
、
形
容
詞
・
マ
ス
・
ナ
イ
に
下
接
す
る
ダ
ロ
ウ
、
ナ
ゼ
〜
ノ
ダ

ロ
ウ
の
出
現
、
天
保
期
以
降
の
人
情
本
に
お
け
る
マ
ス
ダ
ロ
ウ
の
発
生
な
ど
新
し
い
形
式
の
諸

─ １１ ─



相
を
解
明
し
て
、
併
せ
て
言
語
資
料
と
し
て
の
人
情
本
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
の
も
、
本
論

文
に
一
貫
す
る
慎
重
に
し
て
入
念
な
資
料
選
択
の
成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
人
情
本
に

お
け
る
慎
重
な
実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
上
で
、
先
学
に
よ
っ
て
ノ
ダ
ロ
ウ
の
使
用
が
少
な
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
滑
稽
本
を
第
六
章
で
式
亭
三
馬
と
滝
亭
鯉
丈
の
二
節
に
亙
っ
て
調
査
し
、

春
水
の
人
情
本
と
同
様
の
結
果
を
得
て
江
戸
語
に
お
け
る
ダ
ロ
ウ
・
ノ
ダ
ロ
ウ
を
中
心
と
す
る

推
量
表
現
の
伸
張
の
実
態
を
解
明
し
て
い
る
。

第
二
部
は
四
章
か
ら
な
り
、
推
量
表
現
の
周
辺
的
な
形
式
と
江
戸
語
資
料
自
体
の
性
格
を
分

析
し
て
い
る
。
第
一
章
で
は
ダ
ロ
ウ
に
推
量
の
用
法
を
譲
っ
た
助
動
詞
ウ
・
ヨ
ウ
に
お
け
る
相

手
の
動
作
を
要
求
す
る
「「
火
の
よ
ふ
じ
ん
さ
つ
し
や
り
ま
せ
う
」（『
広
街
一
寸
間
遊
』
な
ど

の
命
令
表
現
用
法
、
第
二
章
で
は
近
代
に
ミ
タ
イ
ダ
が
定
着
す
る
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
比
況

表
現
ミ
ル
ヨ
ウ
ダ
と
ミ
タ
ヨ
ウ
ダ
と
い
う
頻
用
さ
れ
な
い
言
語
形
式
を
対
象
と
し
て
コ
ー
パ
ス

の
な
い
江
戸
語
資
料
か
ら
丹
念
に
用
例
を
採
集
し
て
分
析
し
て
い
る
点
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
第
三
章
で
は
洒
落
本
『
祇
園
祭
桃
燈
蔵
』、
第
四
章
で
は
人
情
本
『
春
色
恋
廼
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分
解
』
を
取
り
上
げ
そ
の
言
語
の
特
色
を
分
析
し
て
い
る
が
、
前
者
は
忠
臣
蔵
の
パ
ロ
デ
ィ
で

あ
り
「
お
屋
敷
こ
と
ば
」
の
資
料
と
し
て
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

第
三
部
は
、
五
章
か
ら
な
り
、
近
世
駿
河
方
言
の
資
料
価
値
の
分
析
と
そ
れ
ら
に
お
け
る
推

量
表
現
の
考
察
で
あ
る
。
第
一
章
で
近
世
駿
河
方
言
の
諸
資
料
の
言
語
資
料
と
し
て
の
信
頼
性

を
考
察
し
、
第
二
章
で
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
駿
河
方
言
を
音
韻
・
語
法
に
亙
っ
て
考
察

し
、
第
三
章
で
そ
の
他
の
滑
稽
本
に
お
け
る
駿
河
方
言
に
つ
い
て
考
察
し
た
上
で
、
第
四
章
で

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
に
お
け
る
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
ベ
イ
・
ズ
・
ウ
ズ
、
第
五
章
で
デ

ア
ラ
ズ
を
考
察
し
て
い
る
。
上
方
・
江
戸
に
言
語
資
料
が
偏
っ
て
そ
れ
以
外
の
地
域
に
言
語
の

実
態
を
体
系
的
に
分
析
し
う
る
資
料
に
乏
し
い
近
世
期
に
お
い
て
駿
河
と
い
う
特
定
の
地
域
の

方
言
資
料
を
反
映
す
る
資
料
の
性
格
と
方
言
の
特
色
を
考
察
し
た
上
で
推
量
表
現
を
詳
し
く
分

析
し
て
お
り
、
資
料
的
制
約
の
中
で
可
能
な
限
り
近
世
駿
河
方
言
の
実
態
を
解
明
し
た
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
文
献
に
よ
る
資
料
制
約
が
あ
る
た
め
致
し
方
の
な
い
点
で
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あ
る
が
、
俚
言
と
し
て
示
さ
れ
た
言
語
資
料
に
時
代
差
や
資
料
の
位
相
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ

れ
ば
、
文
献
研
究
と
方
言
研
究
の
融
合
に
よ
る
方
言
日
本
語
史
の
発
展
に
さ
ら
に
貢
献
で
き
た

と
思
わ
れ
る
。

全
体
と
し
て
そ
の
方
法
は
言
語
形
式
の
変
遷
や
用
法
の
相
違
を
恣
意
的
に
描
い
て
そ
れ
に
当

て
は
ま
る
用
例
を
優
先
し
て
大
胆
な
言
語
現
象
の
解
明
と
す
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
い
た
め
、

や
や
も
す
れ
ば
考
察
に
物
足
り
な
い
と
す
る
批
評
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
批
判

を
確
固
た
る
用
例
と
そ
の
正
確
な
解
釈
に
基
づ
く
日
本
語
学
的
研
究
法
に
よ
っ
て
得
た
圧
倒
的

な
言
語
史
的
事
実
の
解
明
に
よ
っ
て
封
ず
る
こ
と
で
応
え
て
い
る
。
何
よ
り
も
本
論
文
の
真
骨

頂
は
、
自
ら
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
た
日
本
語
文
献
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
の
先
駆
的
存
在

で
あ
り
な
が
ら
、
近
時
盛
行
す
る
既
成
の
コ
ー
パ
ス
か
ら
検
索
し
た
用
例
・
使
用
状
況
を
繋
ぎ

合
わ
せ
て
史
的
変
遷
や
用
法
の
相
違
を
論
ず
る
安
易
な
研
究
方
法
を
排
し
て
、
近
世
語
の
文
献

の
個
々
の
言
語
的
特
徴
を
充
分
把
握
し
た
上
で
、
眼
光
紙
背
に
徹
す
る
読
解
を
踏
ま
え
て
精
力

的
に
採
集
し
た
用
例
に
徴
し
て
ダ
ロ
ウ
を
中
心
と
す
る
近
世
後
期
江
戸
語
の
推
量
表
現
の
実
態
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を
き
わ
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
正
攻
法
で
解
明
し
た
点
に
あ
り
、
今
後
の
若
手
研
究
者
の
研

究
や
研
究
方
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
、
鶴
橋
俊
宏
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資

格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
一
日主

査

國
學
院
大
學
教
授

諸

星

美
智
直

◯印

副

査

國
學
院
大
學
教
授

カ
イ
ザ
ー
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン

◯印

副

査

國
学
院
大
學
教
授

久

野

マ
リ
子

◯印
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【
訂 

正
】 

 
 

１
２
頁
９
行
目 

 

「「
火
の
よ
ふ
じ
ん
さ
つ
し
や
り
ま
せ
う
」（『
広
街
一
寸
間
遊
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

→
「
火
の
よ
ふ
じ
ん
さ
つ
し
や
り
ま
せ
う
」（『
広
街
一
寸
間
遊
』） 

 
 

１
２
頁
１
３
行
目 

『
春
色
恋
廼
分
解
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

→
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』 

 
 

１
３
頁
８
行
目 
 

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
に
お
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

→
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
に
お
け
る 
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